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ホームヘノレバーの余暇・レクリエーションに関する研究

~ホームヘルパー養成講習受講者との比較から~

山本 存(甲南女子大学)

1 .はじめに

1994年の新ゴールドプランにおいて，ホームヘルパーの確保を 17万人に， 1999年のゴ

ールドプラン 21では，さらに 2004年度までに 35万人へという目標が掲げられた。また，

2号被保険者を含む居宅介護サーピス受給者は，要介護度が低いほどサーピス利用者は増

加している傾向にあり(厚生労働省 介護事業報告 2003.)，居宅サービス受給者約 201万

人の半数以上を要支援(約 31.7万人)と要介護 1 (約 74.0万人)で占めるていることにな

る。

こうした状況のなか，ホームヘルパーは社会的な要請にともない，大量に養成され社会

福祉の現場に送り出されている。しかし，短期研修・大量養成にはその資質をいかに確保

していくかという課題にもぶつかり，労働条件の改善が必要であるとか就業の定着率が低

いなどという新たな課題も指摘されるようになってきた。

ホームヘルパーの現況については，就業実態の調査は見られるもののレクリエーション

の視点からみた調査はみられない。

そこで，本研究ではホームヘルパーの余暇・レクリエーションの現状を，ホ}ムヘルパ

ー養成講習者との比較を通して明らかにしていきたい。

2. 研究方法

分析するデータの収集を目的として，質問紙調査を実施した。調査は，ホームヘノレバー

として就業している者左ホームへルパー養成講習を受講している者とを対象にして 2000

年 2 月~ 2003年 7月に行った。なお，ホームヘルパーについては，阪神間のヘルパース

テーションの業務会議等の場において質問紙調査を依頼し，ホームヘルパー 2級養成講習

受講者に対してはレクリエーション体験学習(科目)において 90分程度の社会福祉分野

におけるレクリエーションの考え方や実践の現状を概説した後に実施した。調査方法は，

質問紙法・自記式による集合配布・留置・集合回収で実施した。

調査項目は，ホームヘルパー養成講習者に対しては，研修会参加の呂的，余暇の考え方

や実施状況などであり，ホームヘルパ}については，それに加えてヘノレパー業務や就業し

てからの余暇生活実態などである。

有効回答率は， 82.5 % ( 457/554) であった。

3. 結果の概要

ホームヘルパーにおいては，回収された質問紙すべてが女性であったため，ホームヘル

パー養成講習受講者は女性が回答したものを対象として比較した。年齢別の分布は表 1の

とおりである。また，ヘノレパー講習の目的やホームヘノレバーとしての意識やその生かし方，

余暇の状況などについては表 2に示した(5件法:数字が低いほど肯定的傾向を表す)。

fボランティアをしたいj， f家族のために役立てたいj， r仲間をつくりたいJ，余暇

を充実させたい j という講習目的の意識が，就業により低下する傾向がみられた。また，

ホ}ムヘルパーの仕事のやりがいは高い結果となった。
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表 2 余暇の状況等

志ームへjレハ。ー 講習受講者 p~直 検定

ドランティアをする 3.941 2.719 0.000 キキホ

家族のためにする 3.178 1.791 0.000 *キ*

仲間をつくる 3.254 2.381 0.000 キ*本

余暇を充実させる 2.915 2.284 0.000 *** 
社会貢献する 2.183 1.953 0.004 ** 
生涯学習をする 2.093 1.976 0.114 

自分を試したい 2.144 2.130 0.444 

自分を高めたい 1.720 1.758 0.341 

仕事にやりがし、がある 2.008 2.499 0.000 *** 
ー--ー・・ーーーーーーーーーー『ー『帽'ー ーー・幽幽』・ーー』圃--ー』ーーーーーー ーー--ー晴『曙伺ー瞬間・ー---------ー・回ー胃帽 F 曹再開問ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーー・ー』圃白幽--ー『ー-“ーー・・ーーーー

余暇を楽しんでいる 2.390 2.401 0.105 

余暇を楽しむ仲間がいる 2.110 2.142 0.390 

余暇のすごし方がわからない 4.267 3.964 0.004 キ*

余暇はテレビで過ごす 4.102 3.782 0.003 牟*

余暇は積極的に活動する 2513 2.559 0.341 

休日 i土身体を動かす 2.788 2.770 0.435 

休日はゆっくり休養する 2.720 2.826 0.163 

余暇にはお金がかかる 2.983 3.618 0.004 *キ

その他，ホームヘノレバーにおいては，ヘルパーを始めてからの自己の変化について r生
きがし、が見つかったj， f自信がもてるようになった J， f仕事に充実感を感じるようにな

ったん「自分の時間を大切にするようになったj， f家族の理解が得られたj， f何ごとに

も積極的になったj， r余暇を有効利用するようになった J，r相談できる仲間が増えたj

と認識をしている結果も示された o

ホームヘノレバー養成講習者については，ホームへノレパーへの就業希望が強い者とそうで

ない者との比較検討も加えた。 f仲間をつくりたいj， f社会の役に立ちたいj， r畠分を試

したいJ， r自分を高めたし、J， r仕事にやりがいを感じたいj， f余暇を楽しむ仲間がいる J， 

「平日の余暇は積極的に活動する j において，就業希望の強い者に肯定的な回答がなされ

た。

在宅サーピスの利用者にとって，レクリエーションの援助も期待できるホームヘルパ}

の余暇活動の状況を知ることは，ホームヘルパー養成講習科目「レクリエーション体験学

習J の内容を検討するうえでも多くの示唆を与えてくれるものと考える。

発表当日は，資料を補足して詳細な報告を行う。
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